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持
続
可
能
な
た
く
ま
し
い

財
政
基
盤
の
構
築

平
成
20
年
度
●
甲
賀
市
予
算

　平成20年度の市の予算が決まりました。
　国、県の改革が進み、地方分権が加速する一方、交付金や補助金が縮減さ
れ、本市も非常に厳しい財政状況のなかで、自立した行政運営に努めなけ
ればなりません。
　こうした状況のなか、甲賀市まちづくりの羅針盤となる「総合計画」と

「行財政改革の実践」により、「協働」による５つの目標の実現に向け、限ら
れた財源を最大に活かし、「負担に値する質の高いサービス」を基本に次代
に向けた強くたくましい財政基盤を作り上げながら、子ども、そして、現場
を第一主義に置いた予算を編成しました。

施策方針
要旨

　

平
成
20
年
度
予
算
は
、
前
年
度
に

比
べ
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
決
し
て
消
極
的
予
算
で
は
な

く
、
財
政
基
盤
を
立
ち
直
ら
せ
る

こ
と
を
優
先
し
た
も
の
で
す
。
職

員
共
々
に
プ
ロ
意
識
に
徹
し
て
更

に
知
恵
と
工
夫
を
重
ね
、
予
算
以

上
の
効
果
を
出
し
、
さ
ら
に
は
行

革
推
進
部
署
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
進

捗
管
理
や
全
庁
的
に
債
権
管
理
の

徹
底
を
一
層
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能

を
高
め
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
予

算
化
に
つ
い
て
は
、
常
識
や
概
念

を
変
え
て
新
し
い
流
れ
を
創
り
出

す
努
力
、
さ
ら
に
は
行
政
の
守
備

範
囲
や
住
民
負
担
の
根
本
に
遡
っ

て
見
直
し
、
費
用
対
効
果
も
含
め

て
事
業
を
検
討
す
る
一
方
で
、
総

合
計
画
の
基
本
構
想
に
則
り
、
市

民
と
の
多
様
な
協
働
の
も
と
に
福

祉
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
、

重
点
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
に
つ

い
て
集
中
と
選
択
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、
健
全

財
政
の
確
立
を
最
優
先
さ
せ
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
当
市
の
羅
針
盤

と
な
る
『
総
合
計
画
』
に
示
す
理

念
・
基
本
方
針
・
目
標
の
実
現
の

た
め
の
最
善
の
手
法
で
あ
る
と
確

信
し
て
お
り
、
平
成
20
年
度
を
有

徳
の
精
神
、
す
な
わ
ち
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
て
市
民
と
接
す
る
こ

と
を
め
ざ
す
、「
こ
う
か　

自
治

創
造
の
年
」
と
位
置
付
け
、
次
代

に
向
け
た
強
く
た
く
ま
し
い
財
政

基
盤
を
共
に
作
り
上
げ
な
が
ら
、

子
ど
も
、
そ
し
て
、
現
場
を
第
一

主
義
に
置
き
、全
力
を
注
い
で「
負

担
に
値
す
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市長 中嶋 武嗣
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健
全
財
政
の
確
立
へ
、

た
く
ま
し
い
財
政
運
営

　

地
方
間
競
争
が
激
化
す
る
現

在
、
本
市
が
持
つ
魅
力
を
高
め
る

と
共
に
、
持
続
可
能
で
強
い
財
政

基
盤
を
築
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
20
年
度
は
財

政
基
盤
の
立
ち
直
り
を
最
優
先
さ

せ
、
健
康
福
祉
や
教
育
な
ど
真
に

必
要
な
施
策
に
積
極
的
な
予
算
配

分
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
総
額
が
前
年

度
と
比
べ
る
と
8
億
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
が
事
務
事
業
の
徹
底
し

た
見
直
し
に
よ
り
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
で
い
う
借
金
に
当

た
る
市
債
は
、
大
型
事
業
等
を
行

う
場
合
有
効
な
手
段
で
す
が
、
さ

き
ざ
き
に
は
必
ず
返
済
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
財
政
の
硬
直
化
の
要

因
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
残
高
を
増

や
さ
な
い
よ
う
、
極
力
新
規
の
市

債
の
発
行
を
抑
え
残
高
の
縮
減
に

努
め
ま
し
た
。

重
点
的
か
つ
効
果
的
な

施
策
に
つ
い
て
集
中
と

選
択
を
進
め
る

　

歳
入
で
は
、
企
業
集
積
効
果
に

よ
る
市
税
の
伸
び
は
期
待
で
き
る

も
の
の
、
地
方
交
付
税
や
、
国
県

支
出
金
の
減
少
に
よ
り
、
市
の
貯

え
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
て
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努

め
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
後
年
度
へ
の
負
担

を
強
い
る
こ
と
と
な
る
市
債
（
借

金
）
を
控
え
る
た
め
、
建
設
事
業

全
体
を
精
査
し
、
重
要
度
、
緊
急

度
を
見
極
め
、
確
保
し
た
財
源
を

暮
ら
し
に
直
結
す
る
施
策
に
充
当

し
て
い
ま
す
。

平成20年度当初予算
■一般会計　319億5,000万円（対前年度比△8億円　△2.4％）

■特別会計　206億6,322万円（対前年度比△53億9,657万円　△20.7％）

■企業会計　  57億6,605万円（対前年度比△10億5,928万円　△15.5％）

歳入 歳出
319億5,000万円
（H19 327億5,000万円）

319億5,000万円
（H19 327億5,000万円）

依存財源自主財源
134億1,964万円185億3,036万円

24億9,400万円
（7.8％）

（4.8％）

（16.3％）

（7.1％）

（1.0％）

（3.9％）
（4.5％）

（3.5％）

（45.1％）

（58.0％） （42.0％）

（6.0％）

（13.8％）

（25.4％）

（12.1％）

（4.4％）

（9.0％）（3.9％）

（16.2％）

（3.4％）

（11.8％）

19億2,152万円

15億2,512万円

52億2,000万円

22億5,900万円

3億1,329万円

12億4,963万円
14億3,505万円

11億2,031万円

144億1,208万円

市債

県支出金

国庫支出金

地方
交付税

地方譲与税
県税交付金他

その他

諸収入繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料

市税
総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費消防費

教育費

公債費

その他

44億2,099万円

81億1,360万円

38億6,392万円

14億502万円

28億7,562万円12億3,913万円

37億7,452万円

51億8,444万円

10億7,276万円
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歳　

入

　

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担

金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な

ど
、
市
が
自
主
的
に
収
入
を
確

保
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財

源
は
1
8
5
億
3
，
0
3
6
万

円
で
、前
年
度
に
比
べ
4
億
2
，

9
3
0
万
円
の
増
と
な
り
、
歳
入

全
体
の
58
・
0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
・
県
支
出
金
や

地
方
債
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
1
3
4
億
1
，
9
6
4
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
12
億
2
，

9
3
0
万
円
の
減
と
な
り
、
歳
入

全
体
の
42・0
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

自
主
財
源
が
占
め
る
割
合
が
多

い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性
を

確
保
で
き
、
ま
た
、
国
、
県
の
施

策
の
影
響
を
受
け
に
く
い
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
で
は
、
負
担
の
公
平
の

観
点
も
含
め
、
こ
う
い
っ
た
自
主

財
源
の
徴
収
の
強
化
を
行
い
、
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
借
金
に
当
た
る
市
債
は

24
億
9
，4
0
0
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
4
億
2
，8
1
0
万
円

の
減
と
し
、
市
の
貯
金
を
お
ろ
す

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
も
最
小
限

に
と
ど
め
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

安
易
に
貯
金
、
借
金
に
頼
ら
な
い
、

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

　　

歳　

出

　

歳
入
予
測
に
慎
重
を
期
し
、
徹

底
し
た
経
費
の
節
減
と
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
う
な
か
、
健
康
、

福
祉
、
教
育
に
お
け
る
「
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
核
と
し

た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

総
務
費
で
は
、
外
国
語
通
訳
の

増
員
等
国
際
化
の
推
進
に
要
す
る

経
費
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
交
通
の
利

便
性
の
向
上
の
経
費
等
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
入
院
医
療
費
の
無
料
化
の

新
設
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
医
療

給
付
事
業
の
充
実
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
支
援
や
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
等
の
子
育
て
支

援
の
ほ
か
、
児
童
福
祉
、
社
会
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
各
分
野
に
お
い

て
、
積
極
的
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、
妊
婦
健
診
の
公

費
負
担
の
増
や
特
定
不
妊
治
療
補

助
等
の
母
子
保
健
事
業
、
基
本
健

診
の
無
料
化
を
継
続
す
る
健
康
診

断
実
施
事
業
等
、
健
康
増
進
に
か

か
る
経
費
を
中
心
に
計
上
し
ま
し

た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
や

鳥
獣
害
対
策
等
、
農
林
業
環
境
の

充
実
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
事
業
の
緊
急
度

を
精
査
し
、
市
道
の
新
設
、
Ｊ
Ｒ

甲
賀
駅
、
寺
庄
駅
を
中
心
と
す
る

都
市
基
盤
の
整
備
等
、
地
域
の
生

活
基
盤
の
向
上
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
綾
野
小
学
校
の

耐
震
補
強
、
こ
ど
も
の
安
心
・
安

全
向
上
事
業
等
、
児
童
、
生
徒
の

安
全
・
安
心
に
関
わ
る
経
費
や
、

心
の
オ
ア
シ
ス
や
い
じ
め
対
策
相

予　　算　　額
20 年度 19 年度

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 81 億 1,000 万円 80 億 1,600 万円
老 人 保 健 医 療 8億 1,900 万円 79 億 8,900 万円
後 期 高 齢 者 医 療 12 億 1,300 万円 ─
介 護 保 険 42 億 5,000 万円 41 億 3,400 万円
公 共 下 水 道 事 業 38 億円 48 億 1,800 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 14 億 4,400 万円 10 億円
土 地 取 得 事 業 4億 1,470 万円 1,560 万円
野洲川基幹水利施設管理事業 1,502 万円 1,818 万円
鉄 道 経 営 安 定 対 策 基 金 2,190 万円 590 万円
鉄 道 施 設 整 備 基 金 4,400 万円 4,270 万円
国 民 健 康 保 険 診 療 所 5億 3,160 万円 2,040 万円

小　　　　計 206 億 6,322 万円 260 億 5,978 万円
企
業
会
計

病 院 事 業 10 億 4,049 万円 18 億 4,616 万円
水 道 事 業 47 億 2,556 万円 49 億 7,917 万円

小　　　　計 57 億 6,605 万円 68 億 2,533 万円
合　　　　　計 264 億 2,927 万円 328 億 8,511 万円

■特別会計・公営企業会計

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算

自主財源の確保で、
財政の安定性確保

談
員
等
、
学
校
教
育
経
費
を
積
極

的
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
環
境
事
業
公
社
と
の

覚
書
に
よ
る
地
域
振
興
事
業
は
、

旧
土
山
体
育
館
の
改
修
と
、（
仮

称
）
く
す
り
学
習
館
の
建
設
を
実

施
し
ま
す
。
特
に
（
仮
称
）
く
す

り
学
習
館
は
、
20
数
年
来
の
構
想

で
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
市
内
や
製

薬
企
業
な
ど
か
ら
強
い
要
望
が
あ

り
、
こ
れ
以
上
引
き
伸
ば
す
こ
と

は
適
当
で
は
な
い
と
の
考
え
か
ら
、

当
初
の
事
業
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
て
、
２
か
年
に
渡
っ
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

平
成
20
年
度
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
甲
賀
市

の
総
合
計
画
の
目
標
ご
と
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
。

歳入に見合った
　歳出を基本に、
安全・安心の
　　　まちづくり
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平 成 20 年 度 ◎ 市 の 主 な 事 業
甲賀市のまちづくりは、甲賀市総合計画に掲げる５つのまち
づくりの目標に沿って行われます。ここでは今年度進める主
な事業について、目標に分けて紹介します。

平成20年度◆甲賀市予算

目標1
n

老人クラブスポーツ大会の熱戦

n

n各地の子育て支援

生活の安心感を、みんなで育てる
市民一人ひとりがお互いを認め合い、心身ともに健やかに生活できる環境をつくり上げます。

●外国語通訳の設置──────────� 797万円
外国籍市民の日常生活のサポートをより充実させるため、
１名増員します。

●【新規】外国籍住民生活ガイド作成補助──�95万円
外国籍市民の日常生活におけるルール、手続き、慣習の理解
の支援を行います。

●敬老会事業補助──────────� 2,190万円
●【新規】後期高齢者医療事業〈繰出金〉
　───────────────� ７億4,434万円
●【新規】障害者自立支援対策臨時特例交付金
　特別対策事業───────────� 3,739万円
●障害者（児）自立支援給付事業──� ６億3,856万円
●【新規】災害時要援護者避難支援システム
　構築業務委託────────────� 500万円
●【新規】県身体障害者福祉大会開催補助──�35万円
●家庭児童相談員の設置────────� 455万円

●福祉医療給付事業───────�５億6,394万円
・�【新規】福祉医療給付事業のうち、義務教育終了まで、入院
時医療費の自己負担金を公費負担します。（８月から）

●【新規】こんにちは赤ちゃん訪問事業──�208万円
生後３か月の乳児がいる全ての家庭を訪問、助言し、子ど
もの健全育成の支援を行います。

●放課後児童クラブ支援事業─────�4,439万円
●保育園運営事業────────� 11億761万円
・【新規】市立貴生川保育園を増築します。

●妊婦検診事業───────────�1,800万円
・【新規】公費負担が２回から８回になります。

●健康診断実施事業─────────�7,175万円
　基本検診の無料化を引き続き行います。

●予防接種事業───────────�9,093万円
・�【新規】中学１年・高校３年の麻しん接種が義務化になり
ます。

n

保育園の体験学習
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平成20年度◆甲賀市予算 平成20年度◆甲賀市予算

目標2 自然を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ
地球的規模で環境破壊が懸念される中、先人から引き継いだ自然を大切に守り育てていきます。

●【新規】やまのこ事業─────────────────────� 701万円
森林の役割、大切さの理解のため、小学４年生を対象に、森林体験学習をします。

●【新規】新名神高速道路環境監視事業─────────────� 1,994万円
新名神高速道路の開通により、騒音、大気汚染調査を行い、周辺環境を監視します。

●河川愛護事業補助──────────────────────� 642万円
●【新規】廃プラスチック類リサイクル事業───────────� 1,000万円
全ての廃プラスチック類を再資源化するため、一部地域からモデル事業として開始します。

●【新規】ごみ辞典作成─────────────────────� 420万円

n

再資源のため細分化する分別収集
n

森林の大切さを学ぶやまのこ事業

目標3
安全で快適な生活の基盤を整え、

まちの活力を高める
生活基盤の向上はもちろん、減災対策を講じ、安全性と快適性を確保
し、さらに交通インフラ整備等により、都市機能を高めます。

●市道新設改良工事───────�３億9,861万円

●コミュニティバス運行事業補助
　───────────────�２億4,060万円

●スポーツの森公園（陸上競技場）整備事業
　───────────────�２億2,526万円

●自主防災総合補助──────────�840万円

●防犯灯新設事業、設置補助──────� 352万円

●【新規】甲南IC開通記念事業──────� 42万円

●まちづくり交付金事業（甲賀駅周辺地区）
　─────────────────�8,055万円

●まちづくり交付金事業（寺庄駅周辺地区）
　───────────────�１億1,312万円
鉄道利用の利便性向上を図るため、駅舎改築、南北自由通
路の設置に着手します。

n

整備が進むスポーツの森陸上競技場

n

現在のJR寺庄駅
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平成20年度◆甲賀市予算 平成20年度◆甲賀市予算

目標4 地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす
市の持続的発展のため、有利な立地特性を活かし、企業集積、観光振興を図るとともに、農業施策を
はじめとし、これまでから育んできた基幹産業の強化に取り組みます。

●農地・水・環境保全向上対策事業
　────────────────� 5,226万円

●【新規】担い手利用集積緊急加速化事業補助
　─────────────────� 367万円
●鳥獣害対策・有害鳥獣駆除事業───� 1,389万円
鳥獣害指導員を設置するなど対策強化を図ります。

●経済振興特区推進事業───────�1,162万円
信楽焼の個性を活かし、世界へ通用するものづくりを推進
します。

●【新規】（仮）くすり学習館整備事業
　───────────────�１億4,940万円

●【新規】中心市街地活性化事業補助──�1,000万円
水口中部コミュニティセンター周辺の整備を支援します。

●企業立地促進助成─────────�3,471万円

n

企業立地が進む工業団地

n

農業基盤の整備

目標5たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる
家族愛、地域愛、郷土愛を育み、生涯学習をもとに市民の学びの輪を広げていきます。

●【新規】土山室内運動場改修事業───� 6,440万円

●【新規】全国スポレク祭開催事業────� 700万円

●【新規】図書館システム統合業務委託─� 1,100万円

●【新規】綾野小学校耐震補強・大規模改造事業
　───────────────� ２億1,400万円

●【新規】心のオアシス相談員の設置───� 105万円

●【新規】いじめ対策相談員の設置────� 105万円

●【新規】不登校児童生徒訪問指導員の設置
　──────────────────� 114万円

●こどもの安心・安全向上事業──────�455万円

●【新規】自然体験活動推進事業─────� 167万円
青少年野外活動を安全に行うため指導者研修など安全対策
を更に推進していきます。

●市史編纂事業───────────� 1,745万円

n

記録・勝負に挑む体育大会

n

改修される土山室内運動場
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納
税
は
、
国
民
の
義
務

で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た

ち
の
ま
ち
を
築
く
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
、公
平
性
が
保
た
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
一
部
に
は
、

納
税
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す

る
企
業
や
個
人
が
あ
り
、

滞
納
額
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
４
月

か
ら
、
滞
納
債
権
対
策
課

を
新
た
に
設
置
し
、
毅
然

と
し
た
姿
勢
で
徴
収
業
務

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
の
厳
し
い
財
政

状
況
下
で
、
人
員
削
減
等

に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
や
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率

化
を
進
め
て
い
く
一
方
で
、

財
源
を
確
実
に
確
保
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
税
や
料

金
の
滞
納
者
に
は
、
公
平
・

公
正
の
立
場
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
姿
勢

で
臨
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

甲
賀
市
で
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
22
年
度
に
お
い

て
、
甲
賀
市
税
・
料
金
等

滞
納
対
策
強
化
三
箇
年
計

画
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
22
プ
ラ

ン
）
を
作
成
し
、
税
・
料

金
の
収
納
の
適
正
化
を
図

り
、
確
実
な
財
源
確
保
を

め
ざ
し
て
、
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

滞
納
債
権
対
策
課
で
は

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
不

誠
実
と
判
断
で
き
る
滞
納

者
に
は
徹
底
し
た
生
活
実

態
調
査
を
行
い
、
滞
納
原

因
の
把
握
に
努
め
、
滞
納

処
分
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
は
、
的
確
で
積
極

的
な
滞
納
処
分
の
執
行
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

税の公平と財源確保に向け
滞納債権対策課を設置
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問
い
合
わ
せ　

　

滞
納
債
権
対
策
課

　
　

☎
6
5
―

0
6
8
1

　
　

ＦＡＸ
6
3
―

0
7
5
0

◎
滞
納
処
分
の
内
容
は
？

　

滞
納
処
分
に
あ
た
っ
て
は
、
差
し
押
さ
え

対
象
と
し
て
給
与
や
預
貯
金
等
の
財
産
を
優

先
し
、
な
お
か
つ
不
動
産
・
動
産
等
の
差
し

押
さ
え
や
換
価
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
は
、
市
と
し
て
始
め
て
の

競
争
入
札
に
よ
る
公
売
を
実
施
し
、
一
定
の

効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
、
こ
の
よ

う
な
公
売
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
新
規
事
業
と

し
て
、
確
実
な
換
価
の
た
め
、
広
範
囲
で
、

し
か
も
多
数
の
入
札
者
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売

の
活
用
を
図
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
が
所
有
し
て
い
る
車
に

つ
い
て
の
差
し
押
さ
え
に
も
着
手
す
る
た

め
に
、
滞
納
者
が
所
有
の
自
動
車
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

に
よ
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

◎
滞
納
は「
割
り
」に
あ
い
ま
せ
ん
！

　

延
滞
金
は
年
利
14
・
６
％

　

滞
納
し
た
ま
ま
で
、
１
年
間
放
置
し
て

お
け
ば
、
税
法
で
定
め
ら
れ
た
年
利
14
・

６
％
の
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
例
え
ば
、

10
万
円
の
税
金
が
課
税
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ

を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
た
場
合
だ
と
、
１
年

後
に
は
、
お
よ
そ
１
万
４
千
円
、
２
年
後
に

は
お
よ
そ
２
万
８
千
円
の
延
滞
金
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
免
除
す
る
こ
と
な

く
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
滞
納

者
に
と
っ
て
は
、
滞
納
し
た
ま
ま
放
っ
て
お

く
と
、
大
き
な
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
銀
行
の
預
金
利
息
と
比
較

し
て
も
、
格
段
の
差
が
あ
り
、
滞
納
す
る
こ

と
が
、
い
か
に
不
利
益
か
が
、
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
料
金
の
不
払
い
に
対
し
て
も

適
正
に
法
的
措
置
を
執
行
し
ま
す
。

◎
放
置
し
な
い
で
ま
ず
相
談
を
！

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
税
等
を
お

さ
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
税
等
を
減
額

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
経
済
状
況
に

応
じ
て
分
納
等
に
よ
る
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
相
談
は
執
務
時
間
中
、
水
口
庁
舎
の

滞
納
債
権
対
策
課
お
よ
び
各
支
所
の
地
域
窓

口
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
22
プ
ラ
ン
で

　

納
税
向
上

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
22
プ
ラ
ン
（
市
税
・
料
金
等

滞
納
対
策
強
化
三
箇
年
計
画
）
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
納
税
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
、
振
替
納
付
の
推
進
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
24
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
が
出

来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
納
税
意
識
の
向
上
が

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
！

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
安
全
安
心
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
た
め
の
財
源
で
あ
る
税
等
を
確
実
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
健
全
な
行
政
運
営
を

し
て
い
く
上
で
重
要
な
こ
と
で
す
。　
　

　

そ
の
た
め
、
納
税
者
の
一
人
ひ
と
り
の
納

税
意
識
の
向
上
と
あ
わ
せ
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
滞
納
者
を
許
す
こ
と
な
く
、
税
や
料

金
負
担
の
公
平
・
公
正
を
忘
れ
ず
に
各
種
の

対
応
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

n

昨年度行われた公売の様子
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◎
退
団
さ
れ
た
方
々
（
勤
続
５
年
以
上
の
退
団
者
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

■
水
口
方
面
隊

	

元
副
隊
長	

西
村
伊
久
次

	

元
分
団
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西
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邦
好

	

元
班
長	

山
名　

弘
真

	

元
班
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名
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寿
成

	

元
班
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古
賀　

孝
治

	

元
班
長	

村
井　

康
市

	

元
班
長	

富
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敬
一

	

元
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長	

中
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進

	

元
班
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良
光

	

元
班
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勝
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元
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孝
司

	

元
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明

	
元
班
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倉
田　

浩
明

	
元
班
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倉
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清
史

	

元
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福
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晃
正

	

元
班
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里
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篤
久

	

元
班
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上
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修

	

元
班
長	

芥
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彦

	

元
班
長	

佐
上　

勝
治

	

元
班
長	

岡
田　
　

寿

	

元
団
員	

中
村　

嘉
克

	

元
団
員	

藤
井　

利
徳

	

元
団
員	

井
上　

勝
也

	

元
団
員	

井
上　

裕
英

	

元
団
員	

栢
木　

耕
次

	

元
団
員	

伊
藤　

喜
明

	

元
団
員	

富
永　

幸
士

	

元
団
員	

谷
嵜　

真
也

	

元
団
員	

片
岡　
　

浩

	

元
団
員	

奥
村　

正
志

■
土
山
方
面
隊

元
方
面
隊
長		

谷
北　

昇
龍

	

元
分
団
長	

緒
方　

英
行

	

元
分
団
長	

青
木　

博
明

	

元
部
長	

黒
川　

尚
樹

	

元
部
長	

谷
村　

大
輔

	

元
部
長	

根
縫　

徹
也

	

元
部
長	

前
田　

茂
樹

	

元
班
長	

堀　
　

甚
弘

	

元
班
長	

立
岡　

和
之

	

元
班
長	

鵜
飼　

達
郎

	

元
班
長	

森
野　

利
康

	

元
班
長	

岡
室　

重
久

	

元
班
長	

服
部　
　

章

	

元
班
長	

中
村　

俊
弘

	

元
班
長	

松
岡　

伸
弥

	

元
班
長	

石
田　

順
士

	

元
班
長	

藤
田　

悦
久

	

元
班
長	

田
中　

勝
敏

	

元
班
長	

藤
本　
　

優

■
甲
賀
方
面
隊

	

元
分
団
長	

辻　
　

弘
樹

	

元
部
長	

中
本　

茂
鋭

	

元
班
長	

中
井　

健
史

	

元
班
長	

西
田　
　

功

	

元
班
長	

藤
江　

義
一

	

元
班
長	

福
井　

義
昭

	

元
班
長	

島
岡　

啓
友

	

元
班
長	

田
嶋　

寿
充

	

元
班
長	

安
井
志
鶴
夫

	

元
班
長	

辻　
　

浩
司

	

元
班
長	

西
澤　

直
人

	

元
班
長	

藤
橋　

克
典

	

元
班
長	

山
口　
　

徹

	

元
班
長	

上
山　

清
和

	

元
班
長	

渡
辺　

靖
之

	

元
班
長	

中
島　

弘
喜

	

元
班
長	

林
田　

孝
弘

	

元
班
長	

玉
置　

貴
浩

	

元
班
長	

船
田　

善
文

	

元
団
員	

田
中　

靖
文

	

元
団
員	

竹
島　

一
智

	

元
団
員	

野
口　

佳
則

	

元
団
員	

藤
田　

利
和

	

元
団
員	

河
合　

仲
彦

■
甲
南
方
面
隊

	

元
分
団
長	

山
敷　

健
治

	

元
分
団
長	

石
野　

一
徳

	

元
部
長	

堀
内　

則
之

	

元
部
長	

中
村　

弘
司

	

元
班
長	

飯
田　

典
明

	

元
班
長	

岩
田　

晃
久

	

元
班
長	

竹
田　
　

彰

	

元
班
長	

藤
井　

寅
彦

	

元
団
員	

呉
竹　

弘
一

	

元
団
員	

猪
飼　

勝
義

	

元
団
員	

寺
島　

英
樹

	

元
団
員	

藤
井　

慎
二

	

元
団
員	

森
島　

政
勝

	

元
団
員	

木
村　

博
史

	

元
団
員	

服
部　

正
之

	

元
団
員	

木
村　

昌
裕

■
信
楽
方
面
隊

	

元
分
団
長	

宇
田　

武
徳

	

元
副
分
団
長	

寺
田　

勝
典

	

元
副
分
団
長	

杉
本　

久
喜

	

元
部
長	

高
橋　
　

均

	

元
部
長	

小
西　

隆
章

	

元
部
長	

宇
多　

隆
博

	

元
部
長	

岩
岡　

朋
幸

	

元
部
長	

藤
田　

利
人

	

元
部
長	

服
部　

成
宏

	

元
部
長	

久
松　

洋
二

	

元
班
長	

奥
田　

隆
次

	

元
班
長	

今
井　
　

鉄

	

元
班
長	

辻　
　

義
彦

	

元
班
長	

杉
本　

共
唯

	

元
団
員	

中
井　

信
宏

	

元
団
員	

静
永　

賢
端

	

元
団
員	

松
本　
　

実

	

元
団
員	

望
月　

達
平

	

元
団
員	

大
谷　

達
也

	

元
団
員	

宮
田　

政
弘

そ
の
他
7
名

n �
熱心に訓練に取組む
新入団員の皆さん

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

総
合
防
災
係

　
　

☎ 

6
5
─

0
6
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ＦＡＸ 
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3
─
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5
5
4

n�退団される方へ
の感謝状の授与

地
域
防
災

　
　

の
要

甲
賀
市
消
防
団
の
入
退
団

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災
に

貢
献
い
た
だ
い
た
1
1
6
名
の
方
々
が
退
団
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、生
業
を
も
ち
な
が
ら
献
身
的

に
消
防
団
活
動
に
従
事
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
た
に
1
1
1
名
の
方
々
が
入
団
さ
れ
ま

し
た
。今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
動
に
期
待
し

ま
す
。
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甲賀市人権擁護推進員決まる
　このたび市では、新たに34名の方々を甲賀市人権擁護推進
員として委嘱しました。皆さんにはこれからの３年間、市の人
権擁護と人権啓発、住民の人権意識の高揚のために人権擁護
委員さんと共に活動いただきます。
　今回就任いただいた甲賀市人権擁護推進員の皆さんを紹介
します。（敬称略・順不同）

　水口地域

前
まえ

　田
だ

　眞
しん

　也
や

坂
さか

　元
もと

　香
か

　摘
づ

左
さ

　近
こん

　房
ふさ

　枝
え

高
たか

　岡
おか

　　　治
おさむ

留
とめ

　川
かわ

　淑
よし

　男
お

田
た

　中
なか

　美
み よ こ

代子
池
いけ

　村
むら

　侑
ゆう

　子
こ

鳥
とり

　本
もと

　　　忠
ただし

小
お

　田
だ

　加
か

　代
よ

藤
ふじ

　岡
おか

　正
まさ

　人
と

若
わか

　林
ばやし

　昭
あき

　晴
はる

　土山地域

増
ます

　田
だ

　恒
つね

　郎
お

山
やま

　下
した

　とら枝
え

梅
うめ

　本
もと

　謙
けん

　次
じ

藤
ふじ

　本
もと

　俊
しゅん

　治
じ

中
なか

　森
もり

　明
あけ

　美
み

　甲賀地域

廣
ひろ

　岡
おか

　善
よし

　夫
お

辻
つじ

　　　しげみ
橋
はし

　本
もと

　隆
たか

　子
こ

武
たけ

　元
もと

　幸
さち

　子
こ

曽
そわ

　和
わ

　　　修
おさむ

　甲南地域

北
きた

　村
むら

　幸
さち

　子
こ

倉
くら

　谷
たに

　美
み え こ

恵子
横
よこ

　山
やま

　茂
しげ

　樹
き

柴
しば

　田
た

　義
よし

　孝
たか

竹
たけ

　口
くち

　拓
ひろ

　志
し

服
はっ

　部
とり

　登
と き え

貴枝
辻
つじ

　　　芳
よし

　夫
お

　信楽地域

宮
みや

　下
した

　育
いく

　雄
お

久
ひさ

　松
まつ

　千
ち づ こ

鶴子
田
た

　中
なか

　とよ子
こ

植
うえ

　西
にし

　真
しん

　児
じ

高
たか

　井
い

　エリカ
西
にし

　川
かわ

　敏
とし

　則
のり

「
市
民
活
動
支
援
補
助
金
」の

成
果
発
表
会
・
応
募
説
明
会

　

市
民
活
動
支
援
補
助
金
は
、

市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団

体
が
、
地
域
の
課
題
の
解
決
や
、

教
育
、
文
化
、
福
祉
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
で
よ
り
よ
い
市
民
生

活
の
実
現
の
た
め
に
、
自
ら
企

画
立
案
し
実
施
す
る
事
業
に
つ

い
て
、
市
が
そ
の
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
補
助
対
象
事
業
は
公
募
に

よ
り
募
集
し
、
審
査
を
経
て
決

定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
企
画
し
、
実
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
関
心
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
日　
　

時　

５
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

19
時
〜
22
時

●
場　
　

所　

市
役
所
水
口
庁
舎３階

会
議
室

●
内　
　

容

　

・�

昨
年
度
に
市
民
活
動
支
援
補
助
金
を

受
け
た
団
体
の
成
果
発
表

　

・�「
平
成
20
年
度
市
民
活
動
支
援
補
助

金
」
に
つ
い
て
の
説
明

●
対�

象
事
業　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

に
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
自

主
性
、
自
立
性
に
基
づ
き
継
続
性
が

あ
り
、
市
が
実
施
す
る
他
の
財
政
的

支
援
制
度
を
受
け
な
い
も
の
。
な
お

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
、
政
治
的
、

宗
教
的
活
動
、
サ
ー
ク
ル
や
趣
味
の

会
が
親
睦
を
目
的
に
実
施
す
る
催
し

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
団�

体
の
条
件　

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

り
、
市
民
だ
れ
も
が
自
由
に
参
加
で

き
る
団
体

　

・
そ
の
他
、
補
助
金
額
な
ど
詳
し
く
は

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　人権推進課　人権政策担当
　　　　　　☎65-0694　FAX63-4582

問
い
合
わ
せ

　

市
民
活
動
推
進
課　

市
民
活
動
担
当
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6
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あ

の

ま
ち
づ
く
り

魅
力推

進
を る
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現
在
、
市
で
は

総
合
計
画
を
基
本

と
し
、
市
の
将
来

像
で
あ
る
“
人　

自
然　

輝
き
つ
づ

け
る　

あ
い
甲

賀
”
の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
根
幹

を
な
す
人
権
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
は
、

重
要
な
柱
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
同
和
対
策
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
先
に
市
同
和
対
策
審
議
会
に
諮
問
、
３
月
27
日
に
同
和

対
策
基
本
計
画（
案
）が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
審
議
会
の
西
村
会
長
と
坂
本
副
会
長
か
ら
計
画

（
案
）が
今
井
副
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
答
申
さ
れ
た
計
画（
案
）
を
も
と
に
計
画
策

定
を
進
め
、
同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
と

同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て

n

計画（案）を手渡す西村会長（中央）と坂本副会長（右）

同
和
対
策
基
本
計
画（
案
）答
申

 　男女にとらわれず、すべての人が平等に、もっ
と自由に生きられる男女共同参画社会をめざし、3
月21日、男女共同参画のまちづくり懇話会より、
男女共同参画計画（案）に対し提言が行われました。
　この提言は、平成18、19年度にわたり実施され
た、市民意識および事業所実態調査や市民会議の
意見を基に、同懇話会で検討を重ねたものです。
　市では、この提言を受け、みんなが輝ける、活
気あふれる甲賀市をめざし、男女共同参画社会の
実現に向けて取り組んでいきます。

男 女 共 同 参 画 の
まちづくり懇話会が提言

n�

中
嶋
市
長
に
提
言
書
を
手
渡
す
安
部

潤
子
会
長
ら
懇
話
会
の
皆
さ
ん

男女共同参画社会
の実現を

　

愛
は
人
類
に
平
和
と
幸
せ
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

　

愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
心
温
か
な
甲
賀
市
を
築
く
た
め
、

市
で
は
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の

様
々
な
計
画
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
は
、
市
民
の
方
に
い

ろ
ん
な
形
で
参
画
い
た
だ
き
、
市
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
り
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
は
、
人
権
総
合
計
画
に
つ

い
て
の
答
申
が
行
わ
れ
、
３
月
に
は

次
の
２
つ
の
計
画
に
対
し
て
の
答
申
、

提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
愛
に

あ
な
た
も
仲
間
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甲
賀
市
水
口
町
水
口
六
〇
五
三
番
地

5 2 8 8 7 9 0

（
受
取
人
）

甲
賀
市
長
行市

長
へ
の
手
紙

水口局承認

75
差出有効期間
平成21年 4 月
30日まで

（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

（山折り）

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

　

愛
が
溢
れ
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る

甲
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

市
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言

を
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と

は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
活
き
た

現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
「
市
長
へ
の
手
紙
」

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
こ
れ

ま
で
平
成
17
年
度
に
約
1
4
0
通
、

平
成
18
年
度
に
約
1
5
0
通
、
平

成
19
年
度
に
は
約
2
0
0
通
の
お

手
紙
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
つ
で
も
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
で
き
る
の
が
「
市
長
へ
の

手
紙
」
で
す
。
ぜ
ひ
、
市
長
に
手

紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
本
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

（
個
人
名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

要
旨
で
の
掲
載
に
な
り
ま
す
）

　

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
こ
の

ペ
ー
ジ
の
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ

く
か
、
各
支
所
な
ど
に
備
え
付
け

の
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
返
信
を
さ
せ
て
い
だ
く

た
め
に
お
手
紙
に
は
必
ず
住
所
・

氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

皆さんの活きた声を
お聞かせください!!

市長への手紙

秘
書
広
報
課
　

広
報
公
聴
係

　
　

☎
　

6
5
│

0
6
7
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℻
　

6
3
│

4
6
1
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市長への手紙

住
　
　

所

氏
　

名

電
　

話

性
　

別

年
　

齢

〒

男・女

歳

◎公表してもよい方は下記の「公表してもよい」に
　公表してほしくない方は「公表しないでほしい」に○印を
　つけてください。

内容の公表 公表してもよい ・ 公表しないでほしい

学校の運動会を
５月に開催できませんか

～皆さんからお寄せいただいた声～

問い合わせ
　秘書広報課　広報公聴係
　☎ 65‐0675　℻ 63‐4619

毎年９月に入ると、小中学校の運動会が
行われます。当日までは、暑い中での練

習となり、また当日も30度を越える真夏日とな
ることが多く、気候的に合っていないような気
がします。熱中症の心配もあります。全国では、
５月とか別の時期に行っているところもあるよ
うです。甲賀市でももう少し過ごしやすい季節
で開催いただきたいです。（甲南町：女性）

学校は４月にスタートし、子どもたちは
新しい学年のさまざまな活動をし、少し

ずつ慣れながら新学期を過ごしていきます。５
月は、子どもたちは新しい学級で、精神的にも
不安定であり、さらに学習習慣を定着させる大
切な時期でもあります。かつて、５月と９月に
開催していました時は、５月は種目数も少なく、
内容も練習をあまり必要としないもの等、９月
の運動会に比べて簡単な内容での開催でした。
このようなことから、９月に実施している内容
の運動会を、５月に開催することは子どもたち
の精神面等を考えますと難しくなります。
　しかしながら、学校行事の期日につきまして
は、各学校長の決裁で各学校が決めていくこと
になっておりますので、ご提言いただきました
内容は、各学校にお伝えし、子どもたちの安全面
からも、現状しか不可能であるという結論で済
ませるのではなく常に議論を進めてまいります。
　なお、熱中症をはじめとしましてさまざまな
危険に十二分に配慮をして安全に進めていきた
いと考えております。

問

答



特別鑑賞会を開催

沖縄組踊

組踊とは
　沖縄の言葉によるせりふに、歌や舞踊を交えた音楽劇です。
　沖縄が琉球王国であった時代、中国皇帝からの琉球国王
任命の使者（冊封使）を歓待するため、踊奉行の玉城朝薫が、
それまでの伝統芸能を集大成し、日本の能楽や歌舞伎など
も取り入れて創作しました。1719年に初めて上演されて
以来、組踊は琉球王府の庇護のもとで洗練され、宮廷芸能
として発展していきました。

国の重要無形文化財に指定
　その芸術的な価値の高さ、芸能史上の重要性から、昭和
47年には国の重要無形文化財に指定されました。総合指定
としては「雅楽」「人形浄瑠璃文楽」「能楽」「歌舞伎」に
ついで５番目の指定です。しかし、沖縄という限られた地
域で伝承されてきたために、他の重要無形文化財にくらべ
て、全国的にはあまり知られていません。
　そこで、現在、伝統組踊保存会と沖縄県教育委員会では、
文化庁の支援を得て、組踊の普及活動を進めています。こ
の特別鑑賞会は、国庫補助事業「重要無形文化財等公開事
業」の一環として全国各地で行っているもので、今年度の
開催地として甲賀市が選ばれました。貴重な公演です、こ
の機会にぜひご覧ください。

６月29日㈰  13時30分 開場
　　　　　　14時　　  開演

あいこうか市民ホール

第１部　　沖縄伝統舞踊
第２部　　組踊「伊祖の子」

無料（全席自由）
　　　整理券が必要です。

あいこうか市民ホールほか 問い合わせ  文化振興課  文化振興係
　　　　　　☎62-2626 ℻62-2625

重要無形文化財

日　時

会　場

演　目

入場料

整理券
配布場所

くみおどり

さっぽうし

ひ　ご

おどりぶぎょう たまぐすくちょうくん

独特な抑揚のせりふ使いが特徴で、三線や箏などの美し
い音色や鮮やかな衣装など、組踊の幽玄な世界をお楽
しみください。

い　そ　　　し

ルビアリ1箇所

問
い
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隠岐の筍

　

春
の
食
卓
の
一
品
た
け
の
こ
、

甲
賀
町
隠
岐
で
は
古
く
か
ら
た
け

の
こ
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
市
内

の
代
表
的
な
産
地
で
す
。

　

こ
の
地
独
特
の
粘
土
質
の
赤
土

が
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
、
自
然
有
機
栽
培
と
生
産

者
の
丹
精
込
め
た
細
や
か
な
世
話

が
、
甘
く
て
や
わ
ら
か
い
た
け
の

こ
が
育
つ
秘
訣
で
す
。

　

本
格
的
な
、
収
穫
の
時
期
は
、

4
月
か
ら
5
月
上
旬
で
す
が
、
上

質
の
た
け
の
こ
を
収
穫
す
る
た
め

に
は
、
前
年
か
ら
生
育
を
良
く
す

る
た
め
の
日
差
し
の
確
保
、
乾
燥

を
防
ぐ
敷
き
わ
ら
な
ど
、
1
年
中

世
話
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

収
穫
も
非
常
に
繊
細
で
す
。
地

表
が
少
し
盛
り
上
が
り
、
先
が
見

え
る
か
見
え
な
い
か
の
と
こ
ろ
で

採
る
の
が
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

1
日
採
る
の
が
遅
れ
る
と
、
そ
れ

だ
け
で
味
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る

た
け
の
こ
を
傷
つ
け
ず
に
掘
り
起

こ
す
技
術
は
、
熟
練
の
農
家
の
方

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
で
す
。

　

た
け
の
こ
は
掘
っ
て
か
ら
茹
で

る
ま
で
の
時
間
が
短
い
ほ
ど
美
味

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
に
収
穫

さ
れ
た
た
け
の
こ
は
そ
の
日
の
う

ち
に
J
A
な
ど
で
販
売
さ
れ
ま

す
。
新
鮮
な
お
い
し
い
た
け
の
こ

を
味
わ
え
る
の
は
、
地
元
産
な
ら

で
は
で
す
。

　

近
年
、
栽
培
技
術
の
向
上
で
多

く
の
野
菜
が
1
年
中
店
頭
に
並
ん

で
い
ま
す
が
、
採
れ
た
て
の
た
け

の
こ
は
、
こ
の
季
節
し
か
決
し
て

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
春
の
味
で
す
。

　

生
産
者
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
採

れ
た
て
の
お
い
し
い
た
け
の
こ
、

ぜ
ひ
新
鮮
な
春
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
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　甲賀町グラウンドゴルフ協会が創立10周年を
迎え、３月22日に、記念大会が行われました。
　会場となった甲賀健康の森には、会員約230
名が集まり、10周年を迎えた喜びを分かち合い
ました。
　当日は、10周年をお祝いするかのような晴天
に恵まれ、ナイスショットの声が会場のあちら
こちらから聞こえ、元気な声と笑顔がグラウン
ドいっぱいにあふれました。
　また、ともにお祝いしようと中嶋市長も駆け
つけました。市長は、開会式でのあいさつに続
き、甲賀地域は、新名神高速道路の開通で三重
県などとの広域連携や人、もの、情報が交わる
中心地となることから、皆さんのまちづくりへ 
の協力をお願いしました。

　

食
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
3
月
23
日
に
、“
お

い
し
い
信
楽　

商
工
祭
”
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
お
い
し
い
信
楽
商
工
祭
実
行
委
員
会
と
信
楽
町
商

工
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、当
日
は
、朝
宮
茶
や
地
酒
、漬
物
、

し
い
た
け
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
味
噌
な
ど
、
信
楽
の
お
い
し
い
も
の
が

大
集
合
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
こ
れ
ら
の
販
売
や
、
試
食
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
子

ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
一
日
中
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
前
で
は
、「
信
楽
で
こ
ん
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
る
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
」
と
意
外
な
発
見
に
驚
か
れ
る
方
や
こ
の
日
を
待

ち
か
ね
て
お
目
当
て
の
特
産
品
を
買
わ
れ
る
方
も
あ
り
、
訪
れ
た
皆

さ
ん
は
地
元
特
産
品
の
良
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
、
安
全
で
お
い
し
い
も
の
が
市
内
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

10周年の喜びに
ナイスショットが連続
〜甲賀町グラウンドゴルフ協会　　　

創立10周年記念大会〜

食
べ
て
、集
ま
っ
て
、元
気
に

〜
お
い
し
い
信
楽　

商
工
祭
〜

n

�

食
を
通
し
て
人
の
輪
も

広
が
っ
た
商
工
祭

　野洲川の堤防を花で飾ろうと、このほど宇川中小企業団
地自治会の皆さんが、県の許可を受け同団地付近の野洲川
河川敷にサザンカ250本とカエデ20本を植樹されました。
　今回の植樹は、同自治会の皆さんが企業の環境向上対策
を進めながら地域のまちづくりにも参画しようと取り組ま
れたもので、当日は、同団地加盟の25社から約20名の方が
参加されました。
　今回の植樹事業は、企業と行政の協働への取り組みのひ
とつとなるものと市も期待を膨らませており、市からも苗
木提供などの支援をしています。
　同自治会は、昨年はグラウンドゴルフ場を整備、整備後
は一般開放もされている他、地域でのイベントへの寄付な
ど、企業として参加できるまちづくりを積極的に進めてお
られます。

花が咲き誇る
　　季節が待ち遠しい
〜宇川中小企業団地自治会が河川敷に植樹〜

n

河川敷に植樹をする自治会の皆さん

16広報あいこうか2008.5.1
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14
地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

４
月
６
日
、
三
雲
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
で
行
わ
れ
た
春
の
交
通
安
全
運

動
の
街
頭
啓
発
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

か
わ
い
い
花
ポ
ッ
ト
が
配
ら
れ
ま

し
た
。
容
器
に
は
「
根
づ
よ
い
交

通
マ
ナ
ー 

守
り
ま
す
」
の
文
字
が
。

　

こ
の
交
通
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト
、

照
明
器
具
製
造
会
社
「
N
E
C
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
」
に
お
勤
め
の
中
島

正
さ
ん
が
、
同
僚
と
一
緒
に
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
の
物
流
部
門
に
所
属
す
る

中
島
さ
ん
は
、
５
年
前
、
同
社
を

訪
れ
る
運
送
会
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
交
通
安
全
を
願
い
、
マ
ス
コ
ッ

ト
を
作
成
、
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

３
年
前
か
ら
は
、
地
域
の
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
の
た
め
、
春
と
秋
に

行
わ
れ
る
交
通
安
全
運
動
で
一
般

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
数
は
１
回
あ
た
り

8
0
0
個
に
上
り
ま
す
。

　
「
8
0
0
個
作
成
す
る
に
は
か

な
り
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

毎
年
継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が

私
の
生
き
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。」

と
中
島
さ
ん
。
交
通
マ
ナ
ー
は「
馴

れ
」
に
よ
る
油
断
が
怖
い
も
の
、

マ
ス
コ
ッ
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見

て
、
初
心
に
帰
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す
ね
。

　

ち
な
み
に
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は

す
べ
て
手
作
り
、
今
回
の
花
ポ
ッ

ト
は
中
島
さ
ん
が
自
宅
で
種
を
ま

い
て
育
て
た
パ
ン
ジ
ー
と
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
を
カ
ッ
プ
に
移
し
た
も
の

で
、
飾
り
の
ハ
チ
や
蝶
も
手
作
業
、

大
変
な
労
力
で
す
。

　
「
単
な
る
マ
ス
コ
ッ
ト
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
、
必
ず
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ッ
ト

と
言
葉
を
「
掛
け
る
」
の
が
こ
だ

わ
り
で
す
。」
と
毎
年
心
に
残
る

フ
レ
ー
ズ
を
考
え
て
の
啓
発
で
す
。

　
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
交

通
安
全
の
啓
発
と
し
て
渡
す
も
の
、

い
い
加
減
な
も
の
を
渡
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。」
と
い
い
な
が
ら
、

す
で
に
秋
の
交
通
安
全
に
運
動
に

向
け
構
想
は
固
ま
り
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
島
さ
ん

の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

n

４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
交
通
安
全
啓
発

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
願
っ
て

交
通
安
全
啓
発
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成

中な
か
じ
ま島　

正た
だ
し

さ
ん（
甲
賀
町
大
原
上
田
） 　

４
月
９
日
、
畑
の
し
だ
れ
桜
の
二
世
が
市
に
届
き
ま

し
た
。

　

こ
の
し
だ
れ
桜
の
二
世
は
、
本
紙
３
月
15
日
号
で
ご

紹
介
し
ま
し
た
「
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
」
で
接
ぎ
木
に
よ
り
生
ま
れ
た
ク
ロ
ー
ン
桜
の
う

ち
の
１
本
で
す
。
こ
の
日
は
、
鉢
植
え
の
か
わ
い
い
桜

が
中
嶋
市
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
世
さ
く
ら
に
は
す
で
に
小
さ
な
つ
ぼ
み
も
つ

い
て
、樹
齢
4
0
0
年
の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
立
派
な
桜
に

育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

4
0
0
年
の
息
吹
を
皆
さ
ん
に

〜
し
だ
れ
桜
二
世
、
市
に
寄
贈
〜

n

�

二
世
の
桜
を
じ
っ
く
り

観
察
す
る
中
嶋
市
長

さくら色いっぱいの里
〜08咲くや鮎河さくらまつり〜

　市内のさくらのピークも過ぎようとする４月中旬、
土山町鮎河のうぐい川沿のさくらは満開を迎えます。
　４月12・13日、今年も「咲くや鮎河さくらまつり」
が行われ県内外から多くの人が訪れました。
　この日は、さくらの並木のなかで、もちつきや大正
琴が行われたほか、地元産のそばなどの販売もあり、
地域全体がお花見会場として盛り上がりました。
　また、今年はさくらを見ながら一句ひねるコーナー
が登場、訪れた人は美しいさくらの句を短冊にしたた
めました。
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平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
北
脇

遺
跡
第
５
次
発
掘
調
査
で
青
銅
製

の
印
鑑
が
出
土
し
ま
し
た
。
北
脇
遺

跡
の
周
辺
に
は
泉
古
墳
群
や
古
墳

時
代
の
大
規
模
集
落
の
植
遺
跡
、
奈

良
時
代
の
集
落
跡
の
下
川
原
遺
跡
、

近
江
地
域
で
最
古
の
須
恵
器
窯
で

あ
る
泉
窯
、
平
安
京
を
は
じ
め
西
日

本
一
円
に
緑

り
ょ
く

釉ゆ
う

陶
器
を
供
給
し
た

春
日
峰
道
窯
・
春
日
山
の
神
窯
な

ど
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、旧
東
海

道
は
平
安
時
代
の
斎
宮
へ
の
道
と

し
て
利
用
さ
れ
、
重
要
な
街
道
と
位

置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

出
土
し
た
銅
印
は
正
方
形
の
印

面
と
分ふ

ん
ど
う
が
た

銅
型
の
つ
ま
み
を
持
ち
、

つ
ま
み
に
は
紐ひ

も

を
通
す
穴
が
あ
い

て
い
ま
す
。

　

印
面
の
大
き
さ
は
縦
横
3
.
5

セ
ン
チ
、
銅
印
の
高
さ
は
３
セ
ン

チ
、
重
さ
64
グ
ラ
ム
の
鋳
造
品
で

す
。
印
面
に
は
「
徳
西
庶
家
」
の
４

文
字
が
あ
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
内
で
６
例
目
の
銅
印
で
す

が
、４
文
字
は
県
内
で
初
の
出
土
で
す
。

　

銅
印
の
性
格
は
、
最
後
の
文
字
が

「
家
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
私
印
と
考

え
ら
れ
、『
類る

い
じ
ゅ
う聚
三さ

ん
だ
い代
格き

ゃ
く』
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
私
印
は
一
寸
五
分

（
約
4
.
5
セ
ン
チ
）
を
超
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
規
定
に

も
合
致
し
て
い
ま
す
。

　
「
庶
」
に
は
「
嫡
子
」
に
対
す
る

対
義
語
で
「
庶
子
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、「
本
家
」に
対
し
て「
庶
家（
分

家
）」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　
「
徳
西
」
に
つ
い
て
は
、
中
世
の

「
山
中
文
書
」
に
「
徳
地
」
の
名
が

確
認
で
き
る
こ
と
、
北
脇
周
辺
に

「
徳
地
」
姓
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

調
査
地
周
辺
に
「
徳
地
」
一
族
が
古

代
か
ら
居
住
し
、「
徳
西
庶
家
」
は

徳
地
本
家
に
対
し
て
西
側
に
位
置

す
る
分
家
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

銅
印
の
年
代
は
、
つ
ま
み
の
形
か

ら
平
安
時
代
に
相
当
し
ま
す
。
発
掘

で
出
土
し
た
須
恵
器
や
緑
釉
陶
器

の
年
代
と
も
一
致
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
分
分
析
の
結
果
、
銅
・
鉛
・

ヒ
素
の
合
金
で
あ
る
と
判
明
し
、
平

安
時
代
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

銅
印
の
出
土
に
よ
っ
て
、
北
脇
近

隣
に
青
銅
製
の
私
印
を
所
有
し
て

い
た
有
力
豪
族
が
い
た
と
推
測
で

き
ま
す
。
ま
た
、
北
脇
遺
跡
第
4
次

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
鍛
冶
工

房
や
近
隣
の
春
日
で
の
緑
釉
陶
器

生
産
と
の
関
連
性
か
ら
北
脇
遺
跡

の
性
格
が
一
般
的
な
集
落
遺
跡
で

は
な
い
可
能
性
が
想
定
で
き
ま
す
。

　

北
脇
遺
跡
で
銅
印
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
で
、
歴
史
上
で
の
注
目
度
が

上
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
発
掘
調
査
事
例
が
少
な
く
、

推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
銅
印
の
も

つ
意
味
や
ま
だ
見
ぬ
氏
族
の
名
前

の
解
明
も
含
め
て
、
今
後
の
調
査
の

進
展
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

31

北脇遺跡出土の銅印

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課  

埋
蔵
文
化
財
係

☎
８
６
─

8
0
2
6

ＦＡＸ
８
６
─

８
２
１
６

　足の指をほぐし、バランスをとったり踏ん張った
りする能力を高める。外反母趾などの変形や障害を
予防したり、改善したりします。
　運動の前後、入浴時や就寝前に行なってください。

◎そろそろ体を動かしてみませんか?

　体を動かしやすい気候になってきました。「寒い間はどうしても体を動かすことが少なく
なって…」という方も、少しずつ体を動かしてみましょう。

問い合わせ　保健介護課　介護保険担当　　　　　　☎65-0697・0699　ＦＡＸ63-4085

ま
ず
は
足
の
指
や
土
踏
ま
ず
の
手
入
れ
か
ら

①�

隣
同
士
の
指
を
つ
ま

み
、前
後
に
動
か
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。

②�

親
指
と
小
指
を
つ
ま
み

扇
の
よ
う
に
広
げ
る
。

③�

手
の
指
を
1
本

1
本
足
の
指
の

間
に
入
れ
、指
を

そ
ら
せ
て
足
底

筋
を
伸
ば
す
。

④�

両
手
の
親
指
で
土
踏

ま
ず
と
湧
泉（
中
央
の

く
ぼ
み
）を
押
す
。

⑤�

両
手
の
親
指
で
足
の

指
の
爪
を
押
し
、刺

激
す
る
。

効
果
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甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 武平峠から御在所岳

●第7回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

７日㈬、12日㈪
19日㈪、26日㈪

5月の
休園日

n

コアブラツツジ　　　

n

ヒメイチゲ

　滋賀県と三重県の境には、鈴鹿山脈が南北に続きま
す。南部一帯の主稜線は花崗岩地帯で、武平峠から御
在所岳への尾根道は風化が進み、ガレ場の多い登山道
です。この地帯は、土壌の養分が乏しく、また崩れや
すいのですが、多数のツツジ科の植物が咲きそろうツ
ツジの名所です。
　春、山麓にコバノミツバツツジ、モチツツジ、ヤマ
ツツジが咲き出し、日を追って花は山を登り、尾根道
にアカヤシオ、シロヤシオ、ベニドウダン、サラサド
ウダンなどが咲き、花のトンネルをつくります。これ
らのツツジ科の植物の中でもコアブラツツジ、コメツ
ツジは絶滅が心配される貴重な植物です。
　高山の針葉樹林内などに生える草丈５～15ｃｍのヒ
メイチゲも尾根地帯で確認されていますが、絶滅危惧
種です。

　西側の山地を流れ出る水は野洲川となって琵琶湖に
注いでいます。御在所岳の山塊には深い谷があり、ナ
ガレヒキガエルやイワナ、ムカシトンボなど貴重な生
き物のすみかになっています。
　５月の御在所岳は濃緑色の針葉樹、黄緑色の木々の
新芽に彩られて、淡紅紫色のアカヤシオをはじめとす
るツツジの仲間が咲き、美しい季節をむかえます。

№12

◎
シ
カ
の
個
体
数
調
整

　

シ
カ
の
個
体
数
調
整
を
平
成
19
年
３
月
１

日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
の
許
可
期
間
内
で
関

係
機
関
の
協
力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

　

●
捕
獲
期
間
中
は
ご
注
意
を

（
捕
獲
期
間
）
平
成
20
年
４
月
１
日

〜
11
月
14
日

◎
平
成
19
年
度
有
害
鳥
獣
捕
獲
状
況

（
平
成
20
年
3
月
末
現
在
）

　
　

・
サ
ル
　
　
　
　
　

73
頭

　
　

・
シ
カ
　
　
　

5
3
3
頭
（　　
　
　

）

　
　

・
イ
ノ
シ
シ
　
　
　

47
頭

　
　

・
カ
ワ
ウ
　
　
　
　

19
羽

　
　

・
ア
ラ
イ
グ
マ
　
　

23
頭

　

◎
ア
ラ
イ
グ
マ
に
ご
注
意
を

　

平
成
19
年
度
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
状
況
の
よ

う
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
頭
数
が
平
成
18
年

度
の
５
頭
に
比
べ
、
平
成
19
年
度
に
は
23
頭

に
増
え
て
い
ま
す
。
　

　

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
は
捕
獲
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
侵
入
跡
を
見
つ
け
ら
れ
た
り
、
屋
根
裏

で
大
き
な
音
が
聞
こ
え
た
り
し
た
ら
、
鳥
獣

害
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
狩
猟
免
許
取
得
支
援
補
助
事
業

　

市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
狩
猟
免
許
所
得

に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
を
有
し
、新
規（
更
新
を

除
く
）に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
人

条
件
…
一
人
一
回
限
り
。申
請
は
当
該
年
度

の
試
験
に
限
る
。

申
請
…
申
請
受
付
期
間
は
、狩
猟
免
状
が
交

付
さ
れ
る
11
月
中
。

　

○
補
助
額
、提
出
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課
　

鳥
獣
害
対
策
係

　

☎
6
5
│

0
7
3
4
　

℻
6
3
│

4
5
9
2

水口 新城、南林口、
酒人、北内貴、
貴生川、虫生野、
虫生野中央

土山 瀬音、頓宮
甲賀 神保、隠岐
甲南 池田、宝木、

深川市場、
希望ヶ丘、稗谷、
寺庄、野尻、
竜法師、野川

信楽 多羅尾

アライグマ出没地域

う
ち
個
体
数
調

整
4
9
7
頭
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新
名
神
高
速
道
路
土
山
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内「
土
山
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
」を
経
由
す
る
高
速

バ
ス
が
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
か
ら
運
行
を
開

始
し
た
四
日
市
〜
京
都
線
と

津
〜
京
都
線
に
加
え
、
４
月

22
日
か
ら
新
た
に
名
古
屋
〜

京
都
・
大
阪
・
神
戸
線
（
上

下
計
23
便
）
が
、
土
山
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
を
経
由
し
て
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。
土
山
バ

ス
ス
ト
ッ
プ
か
ら
は
、
名
古

屋
方
面
、
京
阪
神
方
面
の
ど

ち
ら
へ
も
利
用
可
能
で
す
。

　

土
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
近
く

に
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ

イ
ド
用
駐
車
場
を
整
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
車
を
置
い
て

の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

運
行
時
刻
・
運
賃
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

西
日
本
J
R
バ
ス
お
客
様
セ

ン
タ
ー

（
営
業
時
間
９
：00
〜
17
：
45
）

☎
０
６
―
６
４
６
６
―
９
９
９
０

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ご
案
内

http://www.nishinihonbus.co.jp

国道1号大津 名古屋

道の駅あいの土山

県道南土山甲賀線

蟹が坂

新名神高速道路

土山SA

P
乗降車場所
（下り）

乗降車場所
（上り）

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課 

交
通
政
策
担
当

☎
6
5
―

0
6
7
2

ＦＡＸ
6
3
―

4
5
5
4

土
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
か
ら
高
速
バ
ス
利
用
で

名
古
屋
、京
都
、大
阪
、神
戸
が
便
利
に

■ルール
・�甲賀市、亀山市、伊賀市のポイント

をめぐり、設置のスタンプを押しま

す。

・�エリア内のスタンプが3個以上揃う

と景品をプレゼントします。（1市の

みのスタンプ3個は無効）

■スタンプポイント
・�3市の主要道路や鉄道沿線付近にポ

イントを9箇所設定します。

　�　甲賀市内は道の駅「あいの土山」、

甲賀観光センター、信楽高原鉄道「信

楽駅」の3箇所です。

　�　詳しくは、市役所ならびにポイン

トに設置してあるガイドマップを参

照ください。なお、このガイドマップ

は3市内の全小学生に配布されます。

★�カシオペアの会は、「道」で通じ合

う鈴鹿山麓一帯の知られざる史跡、

景観の再発見と地域内外への情報発

信のため県境を越えて広域的に組織

される団体です。現在、甲賀市、亀

山市、伊賀市の3市とかめやま美術

館で構成しています。

○持 ち 物　　筆記用具
○申込締切　　５月23日（金）まで
○申込方法　　�お近くの子育て支援センターに住所、氏名、電話番号を

ご連絡ください。（この講座での託児はありません。）

日　時 内        容 講　師

１日目

5／30 ㈮
9：30

～

11：30

オリエンテーション
・子育て支援センター事業について
・サポーター活動について
・ファミリサポートセンター事業について
・一人ひとりを大切にした関わりについて

市 職 員

２日目

6／4 ㈬
9：30

～

11：30

子どもの成長について　心と体
・安全について 市 保 健 師

３日目

6／13 ㈮
9：30

～

11：30

ふれあいあそび（実技）
・読み聞かせ・手遊び・うた・体操

子育て
支援センター
指 導 員

平成20年度
子育て支援事業サポーター養成講座を開きます
　乳幼児の子育ちや子育て支援に関心のある方、またサポーターとし
て未就園児の子育て支援事業に関わってみたい方、ぜひご参加くださ
い。地域の力で子育てを応援しましょう。

○会場	 サントピア水口　共同福祉施設｢教養文化室」

※１　受講料は無料です。
※２　３日間の講座を受講された方には修了証をお渡しします。
　　　�（これまでの講座で都合のため受講されておられない日がありましたら、受講していた

だいても結構です。申し込みされたセンターにご連絡ください。)
※３　�講座を修了された方はご本人の了解を得て子育て支援事業のサポーターとして登録し、

子育て支援活動で活躍していただけます。
※４　ファミリサポートセンター事業(まかせて会員)講習を兼ねています。

カ シ オ ペ ア の 会 ス タ ン プ ラ リ ー

問い合わせ
商工観光課　商工観光担当
☎65-0708　ＦＡＸ63-4087

イメージ
キャラクター
「カッシーくん」

　鈴鹿山麓に広がる甲賀市、亀山
市、伊賀市、ここには地域特有の
文化がありますが、連帯した文化
もあります。
　これらの文化に触れるため、県
境を越えた「道」で通じ合うスタ
ンプラリーを行います。
　鈴鹿山麓の地域の魅力の再発見、
新たな出逢いをお楽しみください。

　　　　　　水口子育て支援センター　☎・ＦＡＸ 65-5511
　　　　　　土山子育て支援センター　☎66-0375 ＦＡＸ66-2012
問い合わせ　甲賀子育て支援センター　☎88-8115 ＦＡＸ88-8145
　　　　　　甲南子育て支援センター　☎・ＦＡＸ 86-0949
　　　　　　信楽子育て支援センター　☎・ＦＡＸ 82-2799

20広報あいこうか2008.5.1



広報あいこうか 2008.5.121

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 5月1日（木）〜15日（木）

（土・日・祝を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 6月1日（日）
■JR甲南駅前自動車駐車場

３区画　（うち1区画は身障者枠の
ため要事前問い合わせ）
※申込者多数の場合抽選

問…生活環境課 生活交通担当
265-0686　563-4582

■JR油日駅前駐車場
1か月　3,000円

問…油日駅を守る会  288-5879
■JR甲南駅前駐輪場

自転車　1,500円/月、
原　付　1,800円/月

問…甲南駅前駐輪場  286-0590
受付時間／ 6：15 ～ 9：15、13：00 ～

　14：00、18：30 ～ 20：30

夜空旅人（天体観望会）
「美しい環（わ）をもつ惑星　土星」

日　時／ 5月10日（土）19：30〜21：30
場　所／かふか生涯学習館
問・申…かふか生涯学習館

288-4100　588-5055

市民ギャラリ−
須
す ど う

藤怜
れい

『遊ぽけっと』表紙原画展
期　間／ 5月1日（木）〜30日（金）

平日の８：30〜17：15
但し、１日は12：00から、
30日は16：00まで展示

場　所／土山支所1階ロビー
内　容／イラスト作品展
問…土山支所

266-1101　566-1564

みなくち子どもの森を歩こう
「鳥のさえずり」

日　時／ 5月4日（日）　14：00〜
1時間程度

集合場所／みなくち子どもの森自然館前
内　容／子どもの森園内の自然を職員

が案内
※事前申込不要。野外を歩ける服装で。
問…みなくち子どもの森自然館

263-6712　563-0466

みなくち子どもの森
「森まつり」

日　時／ 5月3日（土）〜6日（火）
10：00〜16：00

会　場／みなくち子どもの森自然館前
（雨天時　体験農場）

内　容／すぐできる工作
「ゲジゲジくんを作ろう」ほか

事前申込不要。直接会場へ。
問・申…みなくち子どもの森自然館

263-6712　563-0466

水口スポーツの森へ行こう
●5月の催し
甲賀市民スタジアム 多目的グラウンド

※時間は変更される場合があるため掲載していません。

日 曜日 大　会　名

3・4 土・日 第25回全日本少年県予選（野球）

6 火 中部日本甲賀支部予選（野球）

10・11 土・日 第19回ガバナー杯野球大会

18 日
滋賀県スポレク大会（ターゲットバー
ドゴルフ）選考会

22・23 木・金 中体連春季総体第4ブロック大会（野球）

24・25 土・日 第79回都市対抗滋賀一次予選（野球）

28 水 こうかチャレンジデー2008

日 曜日 大　会　名

3・4 土・日
甲賀市長杯びわこ国体記念
第26回貴生川招待サッカー大会

5・6 月・火 鹿深中学生サッカーフェスティバル

10 土 全日本少年サッカー県大会最終予選

18 日
滋賀県スポレク大会（ターゲットバー
ドゴルフ）選考会

24 土 甲賀市体育協会長杯グランドゴルフ大会

25 日 甲賀4年生大会（サッカー）

28 水 こうかチャレンジデー2008

地質の日記念行事
「化石のレプリカをつくろう」

日　時／ 5月10日（土）
10：30〜、14：00〜
1時間程度（どちらも同じ内容）

会　場／みなくち子どもの森自然館
　入館料（大人200円、小中学生100円）
と材料費（200円）が必要。事前申込不
要。直接会場へ。
問…みなくち子どもの森自然館

263-6712　563-0466

みなくち子どもの森しぜん学習会
「昆虫の暮らしをのぞいてみよう」

日　時／ 5月25日（日）9：00〜12：00
希望者は午後に詳しい観察あ
り（小学生以上：15：00まで）

場　所／みなくち子どもの森
対　象／子ども〜大人
定　 員 ／先着20名（小学生未満は保護

者同伴）
参加費／ 100円
申込方法、持ち物等は下記まで。
問・申…みなくち子どもの森自然館

263-6712　563-0466

第33回春の山野草展
期　日／ 5月10日（土）・11日（日）
場　所／水口社会福祉センター

（入場無料）

問…滋賀山草会事務局　286-4562

老人福祉センター碧水荘
やきもの市

期　日／ 5月10日（土）〜11日（日）
場　所／水口社会福祉センター前駐車場
内　容／陶芸教室生の作品市
問…老人福祉センター碧水荘
　　262-6080　562-6096

N H K「あなたとエアロ
ビック」公開収録参加者
募集

日　時／ 6月21日（土）
開場13：00　開演13：45
終演予定15：30

場　所／忍の里プララ
入場無料、但し入場整理券が必要。
申込方法／郵便往復はがきの往信用裏

面に①郵便番号・住所②名前
③年齢④電話番号を、返信用
表面に返信先を記入して、下
記まで（申込多数の場合抽選）

申込先／〒520-3311
甲賀市甲南町竜法師600
忍の里プララ「あなたとエア
ロビック」係（FAXは受け付け
ません）

申込締切／ 5月30日（金）《必着》

問…NHK大津放送局
2077-522-5101

（平日10：00〜18：00）
忍の里プララ（甲南情報交流セ
ンター）
286-1046　586-8119

（月曜日、5/7、除く9：00〜17：00）

「情報のまど」に掲載している内容の詳細については、
各担当へお問い合わせください。
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社会保険労務士による
労働（賃金・解雇）相談

日　時／ 5月14日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話で予約を受け付けます。
※予約なしでも可、但し予約優先

問・申…商工観光課
　　265-0710　563-4087

フッ素洗口のお知らせ
　フッ素は、歯質を強化しむし歯菌が
つくる酸の働きを弱めます。ブラッシ
ングやおやつの工夫などと一緒に毎日
フッ素洗口を続けることでむし歯の予
防につながります。今回の対象は、土
山・甲賀・甲南・信楽地域のお子さん
で、市内の保育園、幼稚園、小・中学
校に通われている方は園・学校を通じ
て案内します。

問…土山保健センター
266-1105　566-1564
甲賀保健センター
288-6556　588-6557
甲南保健センター
286-5934　586-5974
信楽保健センター
282-3113　582-3138

2008人権教育連続セミナー
■第１回
日　時／ 5月20日(火)19：30〜21：00
内　容／「部落史に学ぶ」〜子どもたち

が学んでいる教科書記述から〜
講　師／外

と が わ

川正
まさあき

明さん
場　所／碧水ホール
■第２回
日　時／ 6月3日(火)19：30〜21：00
内　容／人権コンサート♪「笛とともに」

〜心のぬくもりを伝えたい〜
講　師／坂

さ か い

井孝
たかゆき

之さん、坂
さ か い

井小
さ ゆ り

百合
場　所／碧水ホール
■第３回
日　時／ 6月21日(土)13：30〜16：30
内　容／フィールドワーク「青い目の

人形と陶器製爆弾を通して平
和を考える」

講　師／角
す み で

出昭
あ き こ

子さん、中
なかじま

嶋政
せ い じ

二さん
場　所／信楽・甲南地域　（要申込）
■第４回
日　時／ 7月8日(火)19：30〜21：00
内　容／同和問題「私にだってこのよ

うにすれば解決できる！」
講　師／杉

す ぎ え

江範
のりあき

昭さん
場　所／信楽開発センター
■第５回
日　時／ 8月1日(金)19：30〜21：00
内　容／ワークショップで人権学習
講　師／堀

ほりかわ

川克
かつのり

法さん
場　所／信楽開発センター

問・申…人権推進課
　　265-0693　563-4582

予防接種を受けましょう
麻しん風しん予防接種2期

対　象／市内に住民登録のある小学校
就学前年度（保育園や幼稚園
の年長）の幼児

接種期間／平成21年3月31日まで

　接種医療機関は、保育園・幼稚園・
を通じて配布するお知らせや健診予防
接種カレンダーをご覧いただき、予約

をしてください。

問…予防接種専用ダイヤル
265-0732
もしくはお近くの保健センター又は
保健介護課

1日社会保険相談所の開設
期　日／ 5月14日（水）　予約制
場　所／水口社会福祉センター 2階
　　　　中会議室
持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保

険証または受給者証・過去に
勤務した会社等の職歴メモ・
認印

問・申…草津社会保険事務所
　2077-567-1311
　2077-567-1383（予約専用）
　5077-562-9638
　市役所保険年金課
　265-0688　563-4618
　（市役所へは予約申し込みできません）

滋賀県弁護士会弁護士による
法　律　相　談

日　時／ 5月22日（水）13：00〜16：00
場　所／甲賀市役所甲南庁舎
※5月8日（木）8：30から予約受付
日　時／ 5月29日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※5月15日（木）から予約受付
定　員／６名（1人30分）予約制、先着順
予約先／甲賀市社会福祉協議会

62-8085
問…甲賀市社会福祉協議会
　　 62-8085　 63-2021
　　社会福祉課
　　 65-0700　 63-4085

第21回全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレク滋賀2008）
2008年10月18日（土）〜21日（火）開催

ターゲットバードゴルフ〈水口スポーツの森〉バウンドテニス〈土山体育館〉

名神高速道路集中工事の
お知らせ

期　日／ 5月12日（月）朝５時〜
24日（土）朝６時

規制区間／名神高速道路吹田IC〜
春日井IC間　上下線

規制方式／昼夜連続車線規制

問…NEXCO西日本
 0120-87-1620

NEXCO中日本
 0120-43-1620

国県事業課　国県事業係
265-0726　563-4601

甲南中央運動公園トレーニングハウス
初回使用者講習会
毎月第3火曜日19：00〜21：00
毎月第3土曜日 9 ：30〜11：30

どちらか都合の良い日で受講ください。

受講料／ 500円（事前申込必要です。）
日　時／ 5月17日（土） 9 ：30〜11：30
　　　　     20日（火）19：00〜21：00

問…甲南B&G海洋センター
286-6971　586-6984

公立甲賀病院
大型連休中の診療体制

　5月3日（土）から5月6日（火）までの
大型連休中、5月5日（月）は、下記のと
おり平常診療を行います。

5月5日（月）に平常診療を行う診療科／
内科・整形外科・外科・脳外
科・泌尿器科・眼科・産婦人
科・耳鼻咽喉科・歯・小児科

（小児救急医療体制）
受付時間／ 8：00 ～ 11：00（小児科除く）

 8：00 ～ 18：00（小児科）
※休診期間中の救急患者の方は、宿日
直医師が診察します。
※小児救急医療体制により下記の日時
は小児科の医師が診察します。
5月3日（土）～ 6日（火）
受付／ 8：00 ～ 18：00

問…公立甲賀病院
　　262-0234　563-0588
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このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。
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「シャーロットのおくりもの」
くにひろ　　みお

希望ヶ丘小学校　５年　國廣　澪さん


